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【科学的な探究活動（「課題研究」等の深化）】 

科学系部活動の取組 

令和６年度に生物部、化学部、天文研究部、パソコン部を１つに統合し、科学探究部として、再編成した。総

部員数は令和６年度現在 52 名に達し、顧問数８名で指導体制を整えた。女子部員数も多く、全体の約５割を占め

ている。最近では生物班の活動が自然科学科の生徒を中心に非常に盛り上がっており、今年度の外部コンテスト

において、JSEC【優秀賞】受賞や、来年度の全国高等学校総合文化祭に出場を決めるなど、成果を上げている。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校における探究活動を活発化させているポイントとして、以下の２点が挙げられる。 

① 本校周辺の題材に取り組む（日常的に接することで研究活動が生活の一部になっている） 

② 地域の小学校や専門機関と連携を行う（調査と同時に啓発活動も行う。また、教員が生徒と専門機関を 

つなぐコーディネーターの役割を果たす） 

課題研究の取組 

  令和６年度から１学年全員が「理数探究基礎」に取り組み、自然 

 科学科の内容を普通科にまで波及させている。特色ある取組として、 

「ロウソクの科学」（ファラデー著）に出てくる実験を ALT が演示

し、その後輪講による内容理解を行うことで、名著の深い理解を促

すとともに、国際性を高める取組（バイリンガル授業）を行ってい

る。自然科学科で行った実験の様子を動画撮影し、普通科には字幕

付きの動画で一斉に紹介する。輪講では各パートで分担し、相互に

説明を行っている。 

 

「ロウソクの科学」の輪講（生徒が要約したもの） 

３年生の自然科学科「理数探究」においては、論文作成に加え、英語のポスタ
ー作成も行う。校内発表会（連携協定を締結した兵庫県立大学工学部の教授・留
学生、さらに本校 ALT が審査員として評価する）を経て、Science Conference in 
Hyogo や沖縄科学技術大学院大学（OIST）での発表に参加している。２学期以降
の普通科・自然科学科「理数探究」の取組として、物理・化学・生物の分野別に
実験・観察・実習を伴う探究的な活動を行っている。例えば、生物では突然変異
の創出と自然選択による進化シミュレーション、化学では分子模型によるフラー
レン・カーボンナノチューブ・油脂等の作製、物理ではファインマン物理学の逐
次計算手法を用いたシミュレーションによる運動解析を行っている。これらの発
展的な内容を学ぶことで、卒業後の研究でも活用できる知識を得ている。                             

科学探究部・化学班 科学探究部・生物班 

発表会 発表テーマ 受賞 発表会 発表テーマ 受賞 
第 44 回兵庫県高等学校総

合文化祭自然科学部門 

（令和２年度） 

アルミニウム表面の酸

化皮膜が生成する速さ 

【優秀賞】 
化学分野（口頭発表） 

JSEC2023高校生科学技術チ

ャレンジ（令和５年度） 

ネビキグサを保全せよ～

生育、発芽に最適な条件

を追い求めて～ 

【佳作】 

植物科学部門 

令和２年度近畿地区高等学

校文化連盟自然科学部合同

発表会（令和２年度） 

高温・強塩基中で溶け残

るアルミニウム 

【優秀賞】 
化学分野 

染色体学会第 75 回年会 

（令和６年度） 

絶滅危惧種、ネビキグサ

の有性生殖が制限されて

いる要因の解明 

【優秀賞】 

高校生ポスター発表部門 

第 45 回兵庫県高等学校総

合文化祭自然科学部門 

（令和３年度） 

アルミニウムの酸化被

膜生成と水素発生量 

【最優秀賞】 
化学分野（口頭発表） 

【優秀賞】 

化学分野（パネル発表） 

JSEC2024高校生科学技術チ

ャレンジ（令和６年度） 

絶滅危惧種ネビキグサに

おける種子の発芽が制限

されている要因と生育環

境の解明 

【出場】 

最終審査会 

第 46 回全国高等学校総合

文化祭とうきょう総文2022

自然科学部門（令和４年度） 

アルミニウムの酸化被

膜生成と水素発生量 

【出場】 

化学部門（口頭発表） 

第 48 回兵庫県高等学校総

合文化祭自然科学部門 

（令和６年度） 

ネビキグサの種子発芽が

制限される謎の解明 
【最優秀賞】 

生物分野（口頭発表） 

 


